
リニアシャフト リニアシャフト

たわみ・たわみ角計算
シャフトのたわみ、たわみ角は諸条件に合った設定が必要です。
つぎの式により計算ができます。

支持方法 使　用　条　件 た わ み 計 算 式 た わ み 角 計 算 式

両端固定 δmax  ＝  
Pℓ3　　

＝  
1
  Pℓ3C　　　  192EI       4 

i1 ＝ 0

i2 ＝ 0

両端固定 δmax  ＝  
Pℓ4　　

＝  
1
  Pℓ4C　　　  384EI       8 i2 ＝ 0

両端固定

i1 ＝    
Pa2b

　  ＝  
24Pa2bC

　　  2EI･ℓ  　　 　  ℓ　  

i2 ＝ 0

ℓ ℓδ1＝
Pa3

6EI
2－ 

3a
＝8Pa3 2－ 

3a
C

　δ1 : 荷重作用点のたわみ（mm）

δmax	 : 最大たわみ（mm）

　  i1 : 荷重作用点のたわみ角（rad）

　  i2 : 支持点でのたわみ角（rad）

　MO : モーメント
　  P : 集中荷重（kg）

　  p : 等分布荷重（kgf／mm）

  a,b : 荷重作用点距離（mm）

    ℓ : スパン（mm）

　　I : 断面２次モーメント（mm4）

　  E : 縦弾性係数（2.1×104）

　　　　（kgf／mm2）

    C : 1／48EI（1／kgfmm2）

断面２次モーメントは次式より求めます。

＜LS型中実シャフト＞ ＜LPS型パイプシャフト＞

I ＝ πD4  

（mm4）       64   I ＝  π（d2
4－d1

4）（mm4）      64  

D、d2：外径（mm）　d1：内径（mm）

標準シャフトの断面２次モーメントおよびC（＝1／48EI）の値
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断面２次モーメント
I（mm4） C=1／48EI（1／kgfmm2）
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断面２次モーメント
I（mm4） C＝1／48EI（1／kgfmm2）
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